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半
技
術
力
を
世
界

に
拓
く

世
界
景
気
が
急
減
速
し
、

輸
出
に
頼
る

日
本
企
業
に
逆
風
が
続
く
。

活
路
を
見
い

だ
す
際
に
重
要
な
の
は
、

や
は
り
技
術
力

だ
。

技
術

へ
の
信
頼
感
は
日
本
の
国
際
的

資
産
で
も
あ
る
が
、

そ
の
力
を
十
分
に
生

か
し
て
き
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。

製
品
の
ハ
ー
ド
の
技
術
に
頼
る
だ
け
で
は

な
く
、

シ
ス
テ
ム
全
体
の
設
計
や
運
営
、

技
術
標
準
を
主
導
す
る
力
な
ど
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
も
加
味
し
て
世
界
の
市
場
を
さ
ら
に

拓

（
ひ
ら
）
い
て
い
け
る
か
否
か
が
、

目

本
の
産
業
の
将
来
を
左
右
す
る
．

イ
ン
フ
ラ
の
市
場
は
拡
大

日
本
の
輸
出
の
柱
に
な

っ
て
き
た
自
動

車
や
電
機
な
ど
の
需
要
の
冷
え
込
み
は
急

だ
．

し
か
し
、

世
界
の
人
回
増
加
や
新
興

国

・
発
展
途
上
国
の
産
業
多
角
化
な
ど
に

伴

っ
て
、

水
や
電
力
、

通
信
や
輸
送
の
基

盤
づ
く
り
な
ど
、

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る

事
業
は
着
実
な
拡
大
が
見
込
め
る
の

水
処

理
や
環
境
な
ど
の
関
連
技
術
は
、

日
本
の

得
意
分
野
で
も
あ
る
．

ば
ま
と

部
材
供
給
か
ら
提
案
・運
営
型
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ

こ
れ
か
ら
特
に
有
望
な
分
野
は
水
関
連

だ
。

中
東
な
ど
で
海
水
淡
水
化
事
業
が
日

白
押
し
で
あ
り
、

漏
水
の
防
止
や
、

排
水

を
処
理
し
て
循
環
再
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム

構
築
の
必
要
性
も
増
す
。

東
レ
の
予
測
に

よ
る
と
、

上
ド

水
道
の
管
理

・
運
営
や
プ

ラ
ン
ト
建
設
、

関
連
の
機
器
や
素
材
の
供

給
な
ど
を
合
わ
せ
て
、

世
界
の
水
関
連
事

世
界
の
生
産
量
の
過
半
を
占
め
る
。

海
水

淡
水
化
用
の
ポ
ン
プ
で
も
由
島
製
作
所
が

世
界
シ

ェ
ア
の
約
六
割
を
握
る
〔≡

と
こ
ろ
が
、

機
材
の
競
争
力
が
強
い
の

に
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
で
は
日
本
の
存
在

感
は
薄
い
。

膜
や
ポ
ン
プ
な
ど
素
材
や
機

器
の
世
界
市
場
は
二
五
年
で
も

一
兆
円
規

模
、

水
関
連
市
場
全
体
の

一
％
程
度
と
み

の
も
、

も

っ
ぱ
ら
欧
米
勢
で
あ
る
。

両
社
な
ど

一
部
の
日
本
企
業
は
海
外
の

造
水

。
発
電
事
業

（Ｉ
Ｗ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
出

資
を
始
め
、

ハ
ー
ド
在
売
る
形
か
ら
事
業

に
も
参
画
す
る
形

へ
と
イ
ン
フ
ラ

・
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト

ヘ
の
対
応
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

と
は
い
え
、

多
く
の
場
合
は
、

欧
米
勢
の

描
い
た
計
画
に
基
づ
く
入
札
で
複
数
の
日

①

本
企
業
連
合
が
外
国
勢
と

一
緒
に
競
り
合

う
。

プ
ラ
ン
ト
建
設
で
も
部
材
納
入
で
も
、

１１
本
企
業
は
個
別
の
部
分
の

一
使
利
な
技

術
提
供
者

一
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

プ
ラ
ン
ト
建
設
大
手
、

日
揮
の
重
久
苦

弘
会
長
は

一機
材
の
調
達
や
ブ
ラ
ン
ト
建

設
請
け
負
い
の
枠
を
超
え
て
、

事
業
全
体

の
構
想
を
相
手
国
に
提
案
し
、

事
業
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
よ
う
な
大
き
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
目
指
す
べ
き
だ
」
と
語
る
。

実
績
の

あ
る
ア
ジ
ア
の
水
道
運
営
会
社
な
ど
と
組

み
、

日
本
の
自
治
体
や
企
業
の
水
関
連
の

ノ
ウ

ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

水
メ
ジ

ャ
ー
と
勝
負
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
①

フ
ラ
ン
ス
で
は
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
に
水

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
関
連
企
業
幹
部
が

同
行
し
、

訪
間
先
の
国
に
具
体
的
な
事
業

の
構
想
も
提
案
す
る
。

「
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
国
家
事
業
な
の
で
ト

ッ
プ
外
交
で
大
枠

が
決
ま
る
こ
と
も
多
い
。

そ
の
点
で
政
治

的
な
支
援
が
乏
し
い
日
本
企
業
は
不
利
」

と
東
レ
の
日
覚
昭
広
副
社
長
は
話
す
。

取
り
組
み

一
体
化
の
機
運

経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、

厚
生
労

働
省
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
水
に
関
す
る
官
民

の
研
究
会
を
開
き
、

海
外
市
場
開
拓
の
可

能
性
も
探

っ
て
き
た
が
、

相
互
の
連
携
が

な
く
、

日
本
と
し
て
の
戦
略
的
な
取
り
組

み
に
は
至

っ
て
い
な
か

っ
た
。

産
業
界
で
は
水
関
連
企
業
が
集
ま
り
、

十
六
日
に
有
限
責
任
事
業
組
合

「
海
外
水

循
環
シ
ス
テ
ム
協
議
会
」
の
設
立
式
を
開

く
。

三
十
社
前
後
が
共
同
で
市
場
調
査
や

技
術
開
発
を
進
め
、

案
件
ご
と
に
共
同
企

業
体
な
ど
を
組
ん
で
連
携
す
る
方
針
だ
。

政
界
で
も
超
党
派
の
議
員
や
産
学
の
関
係

者
を
集
め
た
任
意
団
体

「水
の
安
全
保
障

戦
略
機
構
」
が
三
十
日
に
発
足
す
る
。

経

産
省
や
国
交
省
な
ど
十
を
超
す
省
庁
も
月

内
に
連
絡
会
議
を
設
け
、

省
庁
横
断
で
一
機

構
」
の
提
言
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
。

水
事
業

へ
の
取
り
組
み

一
体
化
の
機
運

の
高
ま
り
は
、

前
進
と
い
え
る
。

だ
が
、

よ
り
大
き
な
事
業
機
会

の
追
求

に
向
け

て
、

競
合
す
る
企
業
の
共
同
作
業
は
う
ま

く
い
く
の
か
、

縦
割
り
行
政
の
壁
は
崩
せ

る
の
か
。

重
要
な
の
は
連
携
の
中
身
だ
。

す
べ
て
を
日
本
の
技
術
で
ま
か
な
お
う

と
す
る
と
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
、

受
注
競

争
で
不
利
と
の
指
摘
も
あ
る
。

政
治
や
官

の
支
援
は
世
界
市
場
で
日
本
企
業
の
存
在

感
を
高
め
る
う
え
で
有
益
だ
が
、

主
体
は

あ
く
ま
で
企
業
で
あ
る
。

技
術
力
に
加
え

て
事
業
の
構
想
力
や
外
国
人
社
員
を
活
用

す
る
セ
ン
ス
な
ど
、

企
業
の
総
合
的
な
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー

が
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
る
。

業
の
市
場
規
模
は
現
在
の
年
間
六
十
兆
円

前
後
か
ら
、

二
〇
二
五
年
に
は
百
兆
円
前

後
に
拡
大
す
る
見
通
し
と
い
う
。

超
微
細
な
穴
が
開
い
た
樹
脂
製
の
膜
を

使

っ
て
海
水
か
ら
塩
分
や
有
害
物
質
を
取

り
除
く
技
術
な
ど
で
、

日
本

へ
の
評
価
は

高
い
。

淡
水
化
な
ど
に
使
う
逆
浸
透
膜
で

は
日
東
電
工
、

東
レ
、

東
洋
紡
の
三
社
で

ら
れ
る
。

こ
れ
に
水
処
理
施
設
の
設
計

・

建
設
を
加
え
て
も

一
〇
％
程
度
。

圧
倒
的

に
規
模
が
大
き
い
の
は
上
下
水
道
の
管
理

・
運
営
事
業
で
あ
り
、

こ
の
分
野
は
フ
ラ

ン
ス
の
ヴ

ェ
オ
リ
ア
、

ス
エ
ズ
の
両
社
な

ど

「
水
メ
ジ
ャ
ー

一
の
独
壇
場
だ
ｃ

途
上
国
が
水
関
連
イ
ン
フ
ラ
を
民
営
化

す
る
際
に
事
業
計
画

…
全
体
の
立
案
を
担
う
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